
令和４年度下半期 双海中山商工会地域景気動向 

双海中山商工会  

  

 本レポートは、愛媛県や中小企業庁が公表する各種経済動向調査の概要を半期毎に取りまとめ、本商

工会地域の事業者の声を加え報告するものです。動向を測るため、期首（10 月調査）と、期末（3 月調

査）を比較しています。 

（１）愛媛県内経済情勢  

 愛媛県では、各種経済指標や県内産業の動向をとりまとめ、毎月、月末をめどにホームページ 

上で「最近の県内経済情勢」として公表しています。その中から、経済概況を抜粋して掲載します。 

 （資料）愛媛県産業政策課「最近の県内経済情勢（令和４年 10月～（令和 5年 3 月）」より 

10月 （https://www.pref.ehime.jp/h30100/jousei/documents/041130kennaijousei.pdf） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.pref.ehime.jp/h30100/jousei/documents/041130kennaijousei.pdf


3 月 （https://www.pref.ehime.jp/h30100/jousei/documents/050428kennaijousei.pdf） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.pref.ehime.jp/h30100/jousei/documents/050428kennaijousei.pdf


（２）中小企業景況調査報告書【えひめ版】  

 全国商工会連合会では、四半期毎に景況調査を実施しており、県内商工会地域の景気動向を【えひめ 

版】として作成したものです。 

令和 4 年 10 月～12 月分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2023 年 1～3 月分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



（３）中小企業景況調査  

中小企業庁及び中小機構が、中小企業を対象に、業況判断・売上高・経常利益等の DI 値※を、四半期 

毎に産業別・地域別等に算出する景気動向調査です。経営者へのヒアリングをベースに算出しています。 

約 80％を小規模企業が占める日本の中小企業構造の実態を踏まえた唯一の調査です。 

※DI・・・ディフュージョン・インデックス。前年同期比または前期比で、「好転」と回答した企業比 

率から「悪化」と回答した企業比率を引いた数値。 

中小企業景況調査より、ポイントとコメントを抜粋して掲載しています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 170 回中小企業景況調査より抜粋 

（https://j-net21.smrj.go.jp/report/smrjsurvey/tsdlje0000001alv-att/170th_houkokusho.pdf） 

https://j-net21.smrj.go.jp/report/smrjsurvey/tsdlje0000001alv-att/170th_houkokusho.pdf


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 第 171 回中小企業景況調査より抜粋 

（https://j-net21.smrj.go.jp/report/smrjsurvey/tsdlje0000001alv-att/171th_houkokusho.pdf） 

https://j-net21.smrj.go.jp/report/smrjsurvey/tsdlje0000001alv-att/171th_houkokusho.pdf


 

（４）双海中山商工会地区事業者の声  

  

・原材料と燃料代が高騰しているため、値上げを考えている。（製造業） 

 

・インボイス制度への対応について取引先から問合せがあった。（建設業） 

 

・最低賃金が大幅に上がるため、正社員の基本給も連動して上げざるを得ず、負担が大きい。 

 （小売業） 

 

（５）2022 年下半期景気動向 まとめ  

 

 2022 年上半期では、緩やかではあるが持ち直しの傾向が顕著でしたが、下半期に入り業況が悪化して

いる傾向が出ています。2023 年に入り回復しつつありますが、動きは弱く依然厳しい状況です。 

 円安と原材料・原油価格の上昇の流れは今後もしばらく続きそうですが、中小・零細事業所はコスト高

を価格に転嫁できず、採算が悪化しています。 

 


